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●
自
覚
す
る
存
在

―

宇
宙
が
自
己
を
映
す
地
点

人
間
の
決
定
的
特
異
性
は
「
存
在
を
自
覚
し
て
い
る
こ
と
」
だ
。
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
問
い
直
せ
る
。
こ
こ
に
飛
躍
が
あ
る
。
宇
宙

は
百
三
十
八
億
年
か
け
て
物
質
を
組
み
替
え
、
星
を
生
み
、
生
命
を
生
み
、
神
経
系
を
発
達
さ
せ
、

つ
い
に
「
自
己
を
対
象
化
で
き
る
構
造
」
を
生
ん
だ
。
そ
の
一
点
が
人
間
だ
。
石
は
存
在
す
る
が
、

存
在
理
由
を
問
わ
な
い
。
動
物
は
感
じ
る
が
、
原
理
を
問
わ
な
い
。
人
間
は
「
な
ぜ
」
を
問
う
。
こ

の
「
な
ぜ
」
が
世
界
を
揺
ら
す
。
問
い
は
静
止
を
拒
否
す
る
。
問
い
が
あ
る
限
り
、
構
造
は
固
定
さ

れ
な
い
。
人
間
と
は
「
存
在
を
反
省
で
き
る
存
在
」
。
反
省
と
は
後
悔
で
は
な
い
。
再
照
射
で
あ
る
。

自
分
を
一
歩
引
い
て
見
る
力
だ
。
こ
れ
が
あ
る
か
ら
人
間
は
自
己
を
再
設
計
で
き
る
。
こ
こ
に
自
由

が
生
ま
れ
る
。
し
か
し
自
由
は
軽
く
な
い
。
選
択
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
選
ば
な
か
っ
た

未
来
も
背
負
う
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
だ
。
人
間
は
可
能
性
の
総
量
に
責
任
を
持
つ
存
在
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
重
い
。
だ
が
そ
の
重
さ
こ
そ
が
尊
厳
だ
。

●
意
味
を
創
造
す
る
存
在

―

差
異
の
編
集
者

世
界
を
構
成
す
る
最
小
の
要
素
は
何
で
あ
る
か
。
世
界
は
差
異
で
で
き
て
い
る
。
光
と
闇
、
強
と

弱
、
善
と
悪
、
自
己
と
他
者
。
陰
陽
で
あ
る
。
そ
の
差
異
を
ど
う
結
び
直
す
か
に
よ
っ
て
世
界
は
姿

を
変
え
る
。
人
間
と
は
「
意
味
付
け
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
編
集
者
」
だ
。
同
じ
出
来
事
で
も
意

味
づ
け
次
第
で
全
く
別
の
現
実
に
な
る
。
敗
北
を
屈
辱
と
読
む
か
、
鍛
錬
と
読
む
か
。
孤
独
を
孤
立

と
読
む
か
、
深
化
と
読
む
か
。
意
味
は
自
然
に
与
え
ら
れ
な
い
。
人
間
が
与
え
る
。
こ
こ
に
創
造
が

あ
る
。
文
明
も
文
化
も
芸
術
も
宗
教
も
、
す
べ
て
意
味
付
与
の
結
果
だ
。
し
か
し
本
質
は
外
部
の
産

物
で
は
な
い
。
内
的
構
造
の
更
新
だ
。
人
間
は
出
来
事
を
素
材
に
し
て
、
自
己
の
物
語
を
編
む
。
物
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語
を
編
み
直
す
こ
と
で
、
自
分
を
創
り
直
す
。
だ
か
ら
人
間
は
「
自
分
を
材
料
に
す
る
存
在
」
だ
。

こ
れ
は
極
め
て
危
険
で
、
極
め
て
偉
大
な
能
力
だ
。
誤
っ
た
意
味
づ
け
は
破
壊
を
生
む
。
だ
が
正
し

い
意
味
づ
け
は
再
生
を
生
む
。
人
間
と
は
意
味
を
武
器
に
も
毒
に
も
で
き
る
存
在
だ
。
だ
か
ら
こ
そ

問
い
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

●
志
に
よ
っ
て
未
来
を
選
ぶ
存
在

―

時
間
を
編
む
者

人
間
は
時
間
を
三
層
で
扱
う
。
過
去
を
再
解
釈
し
、
未
来
を
構
想
し
、
現
在
を
決
断
す
る
。
こ
の

三
層
編
集
能
力
が
人
間
の
特
徴
だ
。
動
物
は
主
に
現
在
に
生
き
る
。
人
間
は
未
来
に
生
き
る
。
志
と

は
未
来
か
ら
現
在
へ
の
引
力
だ
。
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
理
想
が
、
今
の
行
動
を
規
定
す
る
。
こ
れ

が
人
間
の
強
さ
の
源
だ
。
欲
望
は
現
在
の
不
足
か
ら
生
ま
れ
る
。
志
は
未
来
の
理
想
か
ら
生
ま
れ
る
。

欲
望
は
消
費
に
向
か
う
。
志
は
創
造
に
向
か
う
。
志
を
持
つ
人
間
は
短
期
快
楽
よ
り
長
期
価
値
を
選

べ
る
。
こ
こ
に
「
長
期
的
・
多
面
的
・
本
質
的
」
思
考
の
意
味
が
あ
る
。
未
来
を
基
準
軸
に
す
る
こ

と
で
、
現
在
の
痛
み
は
意
味
を
持
つ
。
努
力
は
犠
牲
で
は
な
く
投
資
に
な
る
。
人
間
と
は
「
未
来
を

原
因
に
で
き
る
存
在
」
だ
。
こ
れ
は
構
造
的
革
命
だ
。
未
来
と
い
う
虚
構
が
、
現
在
と
い
う
現
実
を

動
か
す
。
だ
か
ら
志
な
き
人
間
は
漂
流
す
る
。
志
あ
る
人
間
は
航
路
を
持
つ
。

●
関
係
性
の
中
で
完
成
す
る
存
在

―

和
す
る
主
体

人
間
は
孤
立
で
は
自
己
を
認
識
で
き
な
い
。
他
者
は
鏡
だ
。
関
係
性
の
中
で
し
か
自
分
の
輪
郭
は

見
え
な
い
。
だ
か
ら
人
間
は
本
質
的
に
社
会
的
存
在
だ
。
し
か
し
社
会
適
応
で
終
わ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
重
要
な
の
は
「
自
立
し
た
上
で
和
す
る
こ
と
」
だ
。
従
属
で
は
な
く
補
完
。
依
存
で
は
な
く
共

鳴
。
和
と
は
差
異
を
消
す
こ
と
で
は
な
い
。
差
異
を
活
か
し
な
が
ら
統
合
す
る
こ
と
だ
、
論
語
に

「
君
子
は
和
し
て
同
せ
ず
。
小
人
は
同
じ
て
和
せ
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

人
間
は
差
異
を
生
み
、
差
異
を
統
合
す
る
能
力
を
持
つ
。
対
立
を
超
え
て
構
造
を
再
編
で
き
る
。
こ

こ
に
成
熟
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
人
間
は
関
係
性
を
再
定
義
で
き
る
。
敵
を
教
師
に
変
え
ら
れ
る
。
失

敗
を
資
源
に
変
え
ら
れ
る
。
関
係
を
編
集
す
る
こ
と
で
、
世
界
そ
の
も
の
を
編
集
す
る
。
だ
か
ら
人

間
と
は
“
関
係
構
造
の
再
編
者
”
だ
。
孤
立
し
た
天
才
よ
り
、
関
係
を
創
る
者
の
方
が
長
期
的
に
強

い
。
な
ぜ
な
ら
構
造
を
動
か
せ
る
か
ら
だ
。

●
有
限
を
燃
や
し
無
限
を
志
向
す
る
存
在

―

運
動
と
し
て
の
人
間

人
間
は
有
限
だ
。
肉
体
も
時
間
も
能
力
も
限
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
同
時
に
無
限
を
参
照
す
る
。
永
遠
、

絶
対
、
真
理
、
理
想
を
考
え
る
。
有
限
で
あ
る
が
ゆ
え
に
方
向
を
必
要
と
す
る
。
無
限
は
基
準
軸
だ
。

北
極
星
の
よ
う
な
も
の
だ
。
到
達
で
き
な
く
て
も
、
指
標
に
は
な
る
。
人
間
と
は
“
未
完
成
を
自
覚

し
な
が
ら
完
成
を
志
向
す
る
存
在
”
。
こ
こ
に
理
想
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
最
大
の
飛
躍
が
あ
る
。

人
間
は
命
を
自
分
以
外
に
捧
げ
ら
れ
る
。
自
己
保
存
を
超
え
て
、
理
念
や
他
者
や
未
来
に
命
を
差
し

出
せ
る
。
こ
こ
に
仁
が
あ
り
、
愛
が
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
本
能
で
は
説
明
で
き
な
い
。
意
味
の
た

め
に
死
ね
る
存
在
。
そ
れ
が
人
間
だ
。
だ
が
死
ぬ
こ
と
が
尊
い
の
で
は
な
い
。
燃
や
す
方
向
を
自
ら

選
ぶ
こ
と
が
尊
い
。
だ
か
ら
人
間
の
存
在
は
名
詞
で
は
な
い
。
動
詞
だ
。
固
定
で
は
な
い
。
運
動
だ
。
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問
い
、
創
り
、
壊
し
、
ま
た
創
る
。
構
造
を
受
け
継
ぎ
、
構
造
を
更
新
す
る
。
そ
の
連
鎖
の
当
事
者

で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
が
人
間
の
定
義
だ
。

総
括
す
る
。
人
間
と
は
①
存
在
を
自
覚
し
、
②
意
味
を
創
造
し
、
③
未
来
を
原
因
に
現
在
を
動
か

し
、
④
関
係
を
再
編
し
、
⑤
有
限
を
燃
や
し
て
無
限
を
志
向
す
る
運
動
体
で
あ
る
。
消
費
者
で
は
終

わ
れ
な
い
。
傍
観
者
で
は
い
ら
れ
な
い
。
本
質
的
に
人
間
は
創
造
の
当
事
者
だ
。
動
か
な
い
限
り
、

こ
の
定
義
は
空
論
に
な
る
。
動
い
て
い
る
時
に
存
在
は
証
明
さ
れ
る
。
そ
れ
が
存
在
論
の
帰
結
だ
。

●
5W
響
創
マ
ン
ダ
ラ
で
の
統
合

■
WY（
Why
根
源
原
理
・
世
界
観
・
信
念
・
至
高
の
視
座
等
）

こ
こ
は
土
台
だ
。
こ
こ
が
浅
い
と
全
て
が
揺
ら
ぐ
。
WY
と
は
「
世
界
は
ど
う
い
う
構
造
で
成
り
立

っ
て
い
る
か
」
「
自
分
は
何
者
か
」
と
い
う
根
本
認
識
だ
。
宇
宙
は
分
化
と
統
合
の
相
互
運
動
で
あ

り
、
陰
陽
相
補
の
揺
ら
ぎ
が
全
て
を
生
む
。
人
間
も
そ
の
運
動
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
自
覚
。
こ
こ

が
定
ま
る
と
、
被
害
者
意
識
は
消
え
る
。
偶
然
の
産
物
で
は
な
く
、
創
造
の
連
鎖
の
中
の
一
点
だ
と

分
か
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
WY
は
精
神
的
重
心
だ
。
重
心
が
低
い
人
間
は
揺
れ
な
い
。
逆
に
WY
が
借
り

物
だ
と
、
流
行
や
他
人
の
評
価
に
振
り
回
さ
れ
る
。
WY
と
は
宇
宙
観
、
世
界
観
、
生
命
観
、
人
間
観
、

人
生
観
、
死
生
観
、
仕
事
観
、
文
明
観
で
あ
る
。
こ
こ
が
定
ま
る
と
、
恐
怖
の
質
が
変
わ
る
。
死
も

失
敗
も
、
創
造
運
動
の
一
部
と
し
て
理
解
で
き
る
。

【
至
高
の
視
座
の
追
加
】
こ
こ
に
「
主
権
者
」
と
し
て
の
自
覚
を
重
ね
る
。
世
界
は
客
観
的
な
外

部
物
で
は
な
く
、
あ
な
た
の
眼
差
し
が
そ
の
構
造
を
決
定
づ
け
る
主
権
的
領
域
で
あ
る
。
宇
宙
が
自

己
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
最
先
端
に
自
分
が
い
る
と
い
う
認
識
か
、
自
覚
と
責
任
、
覚
悟
を

明
確
に
す
る
。

■
WA（
What
志
・
理
想
・
目
標
・
方
向
性
等
）

WY
が
根
な
ら
、
WA
は
北
極
星
で
あ
る
。
志
と
は
願
望
で
は
な
い
。
欲
望
で
も
な
い
。
未
来
か
ら
現

在
へ
作
用
す
る
引
力
だ
。
WA
が
あ
る
人
間
は
、
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
未
来
に
支
配
さ
れ
る
。
こ
れ

が
強
さ
の
正
体
だ
。
欲
望
は
現
在
か
ら
未
来
へ
向
か
う
が
、
志
は
未
来
か
ら
現
在
を
引
っ
張
る
。
だ

か
ら
ブ
レ
に
く
い
。
WA
が
な
い
と
、
人
間
は
環
境
依
存
に
な
る
。
WR（
環
境
・
空
間
・
関
係
性
・
共

鳴
等
）
に
飲
み
込
ま
れ
る
。
WA
は
有
限
を
ど
う
使
う
か
の
設
計
図
だ
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
WA
は

具
体
と
抽
象
の
両
方
を
持
つ
こ
と
。
抽
象
だ
け
で
は
燃
え
な
い
。
具
体
だ
け
で
は
短
命
だ
。
抽
象
理

想
＋
具
体
目
標
。
こ
の
二
層
構
造
が
志
を
持
続
さ
せ
る
。
そ
し
て
目
標
は
、
長
期
と
短
期
の
二
つ
を

持
つ
こ
と
。

【
至
高
の
視
座
の
追
加
】
志
の
ス
ケ
ー
ル
を
「
宇
宙
が
自
己
を
表
現
し
尽
く
す
こ
と
」
へ
の
全
人

的
な
献
身
へ
と
拡
張
す
る
。
個
人
の
成
功
を
超
え
、
宇
宙
の
進
化
そ
の
も
の
と
自
己
の
志
を
同
期
さ

せ
る
こ
と
で
、
未
来
か
ら
現
在
を
支
配
す
る
引
力
は
非
常
に
強
力
な
も
の
と
な
る
。

■
WO（
Who
在
り
方
・
姿
勢
・
判
断
基
準
等
）
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WY
と
WA
が
あ
っ
て
も
、
WO
が
弱
け
れ
ば
形
に
な
ら
な
い
。
WO
と
は
己
の
在
り
方
で
あ
り
、
そ
の

時
そ
の
時
の
選
択
態
度
、
つ
ま
り
決
断
だ
。
「
自
分
は
ど
う
在
る
か
」
こ
れ
は
肩
書
き
で
は
な
い
。

姿
勢
だ
。
誠
実
に
在
る
の
か
、
逃
げ
る
の
か
、
鍛
え
る
の
か
、
流
さ
れ
る
の
か
。
WO
は
今
こ
の
瞬
間

に
し
か
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
最
も
厳
し
い
領
域
だ
。
決
断
は
WO
の
核
心
だ
。
WO
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

向
き
だ
。
外
に
向
け
て
発
火
す
る
の
か
、
内
に
閉
じ
る
の
か
。
WO
は
身
体
性
と
も
直
結
す
る
。
姿
勢
、

声
、
目
線
、
歩
き
方
。
存
在
は
身
体
を
通
し
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
こ
を
磨
か
ず
に
理
念
だ
け
語
っ
て

も
空
虚
に
な
る
。
WO
は
理
念
の
身
体
化
だ
。
こ
こ
は
己
の
誠
と
の
対
話
を
続
け
な
け
れ
ば
構
築
さ
れ

な
い
。
己
と
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
。

【
至
高
の
視
座
の
追
加
】
WO
を
、
宇
宙
の
表
現
を
淀
ま
せ
な
い
た
め
の
「
純
粋
な
導
管
」
と
し
て

の
構
え
と
定
義
す
る
。
エ
ゴ
や
不
安
、
臆
病
、
怠
惰
等
の
ノ
イ
ズ
を
排
し
、
宇
宙
の
意
志
が
あ
な
た

を
通
じ
て
実
行
・
現
実
（
WN）
へ
と
流
れ
込
む
た
め
の
最
短
経
路
を
維
持
す
る
。
正
し
い
姿
勢
と
は
、

こ
の
宇
宙
的
流
動
性
を
確
保
す
る
責
任
そ
の
も
の
で
あ
る
。

■
WN（
When
計
画
・
時
間
管
理
・
実
行
・
行
動
等
）

WN
は
抽
象
を
現
実
に
落
と
す
回
路
で
あ
る
。
時
間
を
ど
う
設
計
す
る
か
。
志
を
ど
う
日
課
に
落
と

す
か
。
未
来
か
ら
逆
算
し
て
今
日
を
決
め
る
。
WN
が
な
い
志
は
妄
想
で
終
わ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の

は
、
短
期
・
中
期
・
長
期
の
三
層
設
計
。
さ
ら
に
「
計
測
」
も
必
要
に
な
る
。
測
れ
な
い
も
の
は
、

な
か
な
か
改
善
で
き
な
い
。
実
行
し
続
け
る
た
め
の
秘
訣
は
「
百
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
稽
古
」
に
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
機
会
が
あ
れ
ば
詳
述
す
る
。
WN
は
冷
酷
さ
を
持
つ
領
域
だ
。
感
情
で
は
な
く
構

造
で
動
く
。
同
時
に
柔
軟
性
も
必
要
だ
。
状
況
変
化
に
応
じ
て
修
正
す
る
胆
識
。
WN
は
未
来
と
現
在

を
繋
ぐ
橋
だ
。
橋
が
弱
け
れ
ば
、
志
は
崩
落
す
る
。

【
至
高
の
視
座
の
追
加
】
時
間
は
消
費
す
る
も
の
で
は
な
く
、
宇
宙
の
意
志
を
現
実
に
結
晶
化
さ

せ
る
た
め
の
素
材
で
あ
る
。
計
測
と
数
値
化
は
、
至
高
の
視
座
か
ら
見
下
ろ
し
た
際
の
「
宇
宙
の
解

像
度
」
を
上
げ
る
行
為
で
あ
り
、
一
分
一
秒
を
宇
宙
の
自
己
表
現
と
し
て
精
密
に
編
み
上
げ
る
プ
ロ

セ
ス
と
な
る
。

■
WR（
Where
関
係
性
・
環
境
・
状
況
・
空
間
・
共
鳴
等
）

人
間
は
孤
立
で
は
完
成
し
な
い
。
WR
は
単
な
る
人
間
関
係
で
は
な
い
。
環
境
・
情
報
・
文
化
・

金
・
自
然
と
の
関
係
全
体
だ
。
WR
は
増
幅
装
置
で
も
あ
り
、
腐
食
装
置
で
も
あ
る
。
ど
の
場
に
身
を

置
く
か
で
成
長
速
度
が
変
わ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
「
和
」
の
再
定
義
だ
。
和
と
は
迎
合
で
は
な

い
。
自
立
し
た
差
異
あ
る
者
同
士
の
統
合
・
調
和
で
あ
る
。
WR
は
自
分
を
映
す
鏡
だ
。
敵
も
ま
た
自

分
を
磨
く
も
の
と
し
て
自
分
の
内
側
に
あ
る
存
在
で
あ
る
。
関
係
性
を
ど
う
意
味
づ
け
る
か
で
世
界

は
変
わ
る
。
創
造
と
は
関
係
の
再
編
で
あ
り
、
WR
は
そ
の
実
験
場
だ
。

【
至
高
の
視
座
の
追
加
】
WR
は
主
権
者
で
あ
る
あ
な
た
が
統
治
す
る
「
共
鳴
・
響
創
の
場
」
で
あ

る
。
全
て
の
他
者
や
環
境
は
、
宇
宙
の
多
様
性
を
謳
歌
し
、
自
己
を
拡
張
す
る
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
で

あ
る
。
関
係
の
再
編
と
は
、
宇
宙
の
調
和
を
自
ら
の
手
で
デ
ザ
イ
ン
し
直
す
創
造
的
行
為
に
他
な
ら

な
い
。
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■
五
つ
の
統
合
運
動

WY
が
根
を
張
り
、
WA
が
方
向
を
定
め
、
WO
が
姿
勢
を
整
え
、
WN
が
時
間
を
編
み
、
WR
が
場
を
拡

張
す
る
。
こ
の
循
環
が
回
る
と
、
人
間
は
単
な
る
生
存
体
か
ら
創
造
主
体
へ
と
変
わ
る
。
ど
れ
か
一

つ
欠
け
て
も
弱
い
。
WY
だ
け
強
く
て
も
独
善
に
な
る
。
WA
だ
け
強
く
て
も
暴
走
す
る
。
WO
だ
け
で
も

場
当
た
り
的
。
WN
だ
け
で
も
機
械
的
。
WR
だ
け
で
も
依
存
的
。
五
つ
が
噛
み
合
う
こ
と
で
、
初
め
て

「
宇
宙
の
原
理
、
構
造
を
自
覚
的
に
体
現
す
る
人
間
」
が
立
ち
上
が
る
。

【
至
高
の
視
座
の
統
合
】
こ
の
五
つ
の
連
動
は
、
外
部
に
支
配
さ
れ
な
い
た
め
の
「
内
部
秩
序
」

と
し
て
も
機
能
す
る
。
自
己
統
治
の
構
造
が
宇
宙
の
運
行
と
一
致
す
る
と
き
、
つ
ま
り
、
や
り
た
い

こ
と
と
や
る
べ
き
こ
と
が
自
分
の
中
で
一
つ
に
統
合
さ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
無
敵
の
存
在
と
し
て
、

こ
の
世
界
を
自
由
に
描
き
出
す
主
体
と
な
る
。

5W
と
は
世
界
の
構
造
で
あ
り
、
か
つ
自
己
統
治
の
構
造
で
も
あ
る
。
人
間
の
存
在
と
は
、
こ
の
五

層
を
自
覚
的
に
編
み
直
し
続
け
る
運
動
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
固
定
で
は
な
い
。
更
新
だ
。
5W
は

あ
な
た
自
身
で
あ
り
、
同
時
に
あ
な
た
が
認
識
し
得
る
世
界
の
す
べ
て
で
あ
る
。
5W
の
外
側
に
何
か

が
存
在
す
る
と
い
う
錯
覚
を
捨
て
去
っ
た
と
き
、
万
物
は
あ
な
た
の
内
側
へ
と
統
合
さ
れ
る
。

言
い
訳
な
き
人
生
を
、
至
高
の
視
座
か
ら
完
遂
せ
よ
。


